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どኚ化がない。㟈⅏ᚋは用㢖ᗘもኚ化がなࢇ

く、ᐇ㝿には行動のኚ化までは⮳っていないこ

とが考えられたため、消費者はᑗ来㉳こりうる

環境ไ⣙を過ᑠ評価していたのではないかと

᥎ できる。 
 
 
4.結ゝ 
 本研究では消費㈈を対象としたアンケート

調査により、㟈⅏の被ᐖの大ᑠによって意識の

ኚ化にᆅ域ᕪが生じ、生活にᨭ㞀をきたすど

ไ⣙のᙉかったᮾのᆅ域で消費㈈の価್が

上᪼し、消費㈈のᚲ要性にẼいたという結果

が得られた。また、全ᅜ的に消費㈈に対する価

್観ኚ化はあったものの、用㢖ᗘをኚえるよ

うな行動のኚ化までは⮳っていないことも明

らかとなった。そして、消費㈈に対する価್観

ኚ化というものは⣙200日௨内にඖの価್観

ᡠろうとするᙎຊ性をもつという特性も発見

することができた。さらに、ඛ行研究で行ࢃれ

た環境ไ⣙の定とᅇの㟈⅏を⤒験したᆅ

域とをライࣇスタイルࣁザード࣐ップを用い

てẚ㍑すると、ඃඛᗘと環境負荷(用㢖ᗘ)の
評価に㐪いがࡳられᅇの㟈⅏を生活にᨭ㞀

をきたすようなไ⣙とするならࡤ、生活者はᬑ

ẁの生活において環境ไ⣙を定することは

㞴しく、ไ⣙ୗにおける価್観を過ᑠ評価して

いた可能性が♧၀された。 
ၟᮦ別にලయ的に価್観ኚ化を見ていくと、

生活者は楽しࡳを重どし、生活のᛌ㐺さをチ容

していることがࢃかった。また、環境ไ⣙を

定した場合では消費㈈全⯡で価್の減少がࡳ

られたが、ᐇ㝿にไ⣙を⤒験した場合では価್

が減少したのはア࣓ࢽティ〇ရを中心とした

ものに㝈られ、生活のᛌ㐺さをある⛬ᗘチ容で

きると考えられる。しかしᅇ観 されたのは

あくまで価್観または意識のኚ化であるため、

ไ⣙ୗにおいてどのような要因があれࡤ行動

のኚ化とつながるのか、ᚋのさらなる研究

がᚲ要である。 
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日本・アジア新⯆ᅜの〈㔝⏘業➇தຊኚ化と⤒῭༴機の影響 

㸸アジア通㈌༴機からᮾ日本大㟈⅏まで 

 
 （㤿場ᩄᖾ㸦法ᨻ大学ۑ

 

 

㸯㸬 ࡵࡌࡣ 
��� ᮏ✏ࡢ┠ⓗ 
1980㹼90年代๓༙にかけて、アジアでは部ရ・⣲ᮦ・機Ეなどを日本に㢗る、アジアの୕ゅ㈠᫆構造

がၥ題となった。そのᚋアジアの工業化は㐍展し、もはや日本のࡳが工業発展ᅜではなくなった。㡑ᅜ

の㟁Ẽ㟁子⏘業のように、日本を㥙するようなケースもᩓ見されるようになった。 

こうした中、〈㔝⏘業分㔝での日本౫Ꮡは⥅続しているのだろうか。このၥに対し、本項ではいく

つかのどⅬで分析を行いたい。➨一がアジアの〈㔝⏘業分㔝での日本౫Ꮡの᭷↓そのものの᳨ドである。

また、➨二がアジア新⯆ᅜのᅜ㝿➇தຊと౫Ꮡ構造のኚ化の᳨ドである。そして、➨୕がいくつかのୡ

⏺的⤒῭ኚ動が౫Ꮡ構造にどのような影響を与えたのかについての᳨ドである。 

 

��� ศᯒࡢᡭἲ࣭ᑐ㇟࣭⠊ᅖ࣭⏝ࢱ࣮ࢹࡓ࠸ 
これらの᳨ドのため、本論ではḟの分析を行った。➨一が、日本とアジア NIEs、アセアン、中ᅜとの

㈠᫆ᦆ┈㸦自動㌴部ရ、㟁子部ရ、㕲㗰）の分析である。➨二が上グྛᆅ域の代⾲ᅜについての㈠᫆状

ἣのヲ⣽観察である。ලయ的には、中ᅜおよࡧ、アジア NIEs については㡑ᅜ、アセアンについてはタ

イについて分析を行った。➨一の分析では、㈈務┬㈠᫆⤫計の「ᆅ域別・主要ၟရ別㍺出ධの᥎⛣㸦ᬺ

年）」をもとに、アジア NIEs、ASEAN、中ᅜのデータを抽出して計⟬を行った。➨二の分析では、タイ㸦1988

㹼2011 年）、㡑ᅜ㸦1988㹼2011 年）、中ᅜ㸦1992㹼2011 年）のྛᅜಶ別の㈠᫆データをᅜ連㈠᫆⤫計デ

ータ࣋ース㸦UN comtrade）より抽出して計⟬を行った。なおᅜ連㈠᫆⤫計では、ྎ‴は「その他アジ

ア」に分㢮されてしまうが、合理的に考えて、ྎ‴としか考えられないケースはྎ‴とした。なお、自

動㌴部ရは HS8708、༙ᑟయ⣲子等㟁子部ရは HS8541、㕲㗰は HS72を用した。 

ᅜ㝿➇தຊ評価では㍺出ධ౫Ꮡᗘあるいはそのᅜのそのရ目のᅜ㝿➇தຊを⾲すᑻᗘである㈠᫆特

化ಀᩘを用いた。㈠᫆特化ಀᩘは「－㸯」㹼「㸩㸯」までの್をとる。「－㸯」の時は全に㍺ධ౫Ꮡ

でそのᅜのそのရ目のᅜ㝿➇தຊはᙅいとされ、「㸮」で㍺出ධはバランス、「㸩㸯」が全㔞㍺出でその

ᅜのそのရ目のᅜ㝿➇தຊがᙉいとされる。  

 

２㸬 ศᯒ⤖ᯝ 
 㡑ᅜࡧࡼ࠾V),1ࢪ ���
1988㹼2011 年のアジア NIEs と日本の㈠᫆ᦆ┈を見ると、自動㌴部ရ、㟁子部ရ、㕲㗰の 3 ရ目す

てで日本の㈠᫆㯮Ꮠが⥅続している㸦ᅗ 1）。自動㌴部ရと㟁子部ရでは 1990 年代๓༙には日本の㯮Ꮠ

はおおࡡࡴᣑ大ഴ向だったが、1997 年のアジア⤒῭通㈌༴機や IT バࣈルᔂቯなどの影響で㯮Ꮠᖜは減

少した。2000 年代๓༙に日本の㯮Ꮠがややᣑ大するᒁ㠃も見られたが、2000 年代ᚋ༙の一連のୡ⏺

ἣで日本の㯮Ꮠは大きく減少した。2010 年に一時㯮Ꮠᣑ大が見られたが、ᮾ日本大㟈⅏のあった 2011

年にはࡧ㯮Ꮠは減少した。㕲㗰は 2000 年代にධって日本の㯮Ꮠがᛴ㏿にᣑ大したが、2000 年代ᚋ༙

の一連のୡ⏺ἣとᮾ日本大㟈⅏の影響で日本の㯮Ꮠは大ᖜに減少した。 

 㡑ᅜをにྛ㈠᫆ရ目のヲ⣽を見るとḟのようになる㸦⾲ 1）。自動㌴部ရの㡑ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆は、

1990 年௨㝆、1997 年を境に㉥Ꮠから㯮Ꮠに㌿し、そのᚋ㯮Ꮠᖜをᣑ大させている。1990 年の㈠᫆特

化ಀᩘの್は－0.3でやや㍺ධ౫Ꮡだったが、1997年に್は正に㏫㌿し、2011年では 0.7と大ᖜな㍺出

㉸過構造に㌿している。1995 年の㍺ධトップ 3 は日本(54%)、⡿ᅜ(23%)、ドイ(%13)ࢶだった。2010

年には日本(34%)、中ᅜ(25%)、ドイ(%16)ࢶになった。このᮇ間、一㈏して日本౫Ꮡは⥅続しているが、

その౫Ꮡᗘは大きく低ୗしている。他方、1995年には㍺ධ࢙ࢩア 1㸣に過ぎなかった中ᅜが、2010年に

は㍺ධඛ 2となった。中ᅜのྎ㢌が㢧ⴭである。 
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ᅗ㸯.ࢪ NIEsᑐࡿࡍ᪥ᮏࡢ㈠᫆㯮Ꮠ᥎⛣㸸〈㔝⏘ᴗศ㔝 

ฟᡤ㸸➹⪅సᡂ㸦ィ⟬ࡣࡢࡓ࠸⏝㈈ົ┬㈠᫆⤫ィࢱ࣮ࢹ㸧 

 
⾲㸯. 㡑ᅜࡢᅜ㝿➇தຊ᥎⛣᪥ᮏ౫Ꮡࡢኚ㸸〈㔝⏘ᴗศ㔝 

 
ฟᡤ㸸➹⪅సᡂ㸦ィ⟬ࡣࡢࡓ࠸⏝ᅜ㐃㈠᫆⤫ィࢱ࣮ࢹ㸧 

ᅗ２.ࣥࢭᑐࡿࡍ᪥ᮏࡢ㈠᫆㯮Ꮠ᥎⛣㸸〈㔝⏘ᴗศ㔝 

 
ฟᡤ㸸ᅗ㸯ࡌྠ 

 ኚ㸸〈㔝⏘ᴗศ㔝ࡢ᪥ᮏ౫Ꮡ⛣ᅜ㝿➇தຊ᥎ࡢࢱ .２⾲

ฟᡤ㸸⾲㸯ࡌྠ 

㟁子部ရの㡑ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆で

は 2009 年まで㉥Ꮠが⥅続したが、2010

㹼2011 年は㯮Ꮠになった。㈠᫆特化ಀ

ᩘの್は 2009 年までおお0.1－ࡡࡴ㹼

－0.4 とやや㍺ධ౫Ꮡഴ向で᥎⛣した

が、2010年௨㝆は 0㏆になり㍺出ධ

はバランスした状態になった。1995 年

の㍺ධトップ 3 は日本(65%)、⡿ᅜ

(10%)、ྎ‴(6%)だった。2010 年には

中ᅜ(32%)、日本(25%)、ྎ‴(21㸣)に

なった。ᅽಽ的な日本౫Ꮡはなくなり、

㍺ධඛ➨二になった。日本のプレࢮ

ンスは低ୗした。またここでも中ᅜの

ྎ㢌はめざましい。1995年には中ᅜࢩ

ずかࢃアは࢙ 3㸣に過ぎなかったが、

2010 年には㍺ධඛ➨一になってい

る。 

㕲㗰の㡑ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆では、

1990 年代௨㝆おおࡡࡴ㉥Ꮠഴ向であ

る。ただし㈠᫆特化ಀᩘの್は全ᮇ間

おおࡡࡴ 0 ๓ᚋで᥎⛣しており、㍺出

ධはࡰバランスした状態にある。

1995 年の㍺ධトップ 3 は日本(31%)、

中ᅜ(18%)、⡿ᅜ(13%)だった。2010年

には日本(41%)、中ᅜ(25%)、⡿ᅜ(6㸣)

になった。自動㌴部ရや㟁子部ရとは

ഴ向が異なり、㕲㗰の場合は、ࡴしろ

日本౫Ꮡがᙉくなった。 

 

 

 ࢱࡧࡼ࠾ࣥࢭ ���
アセアンと日本の㈠᫆ᦆ┈でも、自

動㌴部ရ、㟁子部ရ、㕲㗰の 3 ရ目す

。てで日本の㈠᫆㯮Ꮠが⥅続している

自動㌴部ရと㕲㗰はアジア⤒῭通㈌༴

機で日本の㯮Ꮠᖜは減少したが、その

ᚋはࡧ日本の㯮Ꮠは増ຍした。㟁子

部ရは 1990 年代๓༙に日本の㯮Ꮠᖜ

は大きくᣑ大したが、アジア通㈌༴機

ᚋは一㈏して㯮Ꮠᖜは減少している。

全ရ目とも、2008年ᮎからのリー࣐ン

ックの影響で日本の㯮Ꮠᖜは大きࣙࢩ

く減少したが、2010 年にはࡧ㯮Ꮠは

ᛴ増した。2011年のᮾ日本大㟈⅏の影

響で自動㌴部ရと㟁子部ရは日本の㯮

Ꮠが減少した。 

タイをにྛ㈠᫆ရ目のヲ⣽を見る

とḟのようになる㸦⾲ 2）。自動㌴部ရのタイと全ୡ⏺との㈠᫆は 1990 年௨㝆、おおࡡࡴ㉥Ꮠである。

1990年の㈠᫆特化ಀᩘの್は－0.9とᴟめてᙉい㍺ධ౫Ꮡ状ἣにあった。しかし、2005年௨㝆はおおࡴ

ࡡ 0㏆を᥎⛣しており、㍺出ධはバランスした状態となっている。1995年の㍺ධトップ 3は日本(88%)、

だった。2010(%3)ࢶン(4%)、ドイࣆィリࣇ 年には日本(65%)、ࣇィリࣆン(7%)、インドネࢩア(5%)にな
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ฟᡤ㸸⾲㸯ࡌྠ 

㟁子部ရの㡑ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆で

は 2009年まで㉥Ꮠが⥅続したが、2010

㹼2011年は㯮Ꮠになった。㈠᫆特化ಀ

ᩘの್は 2009 年までおお0.1－ࡡࡴ㹼

－0.4 とやや㍺ධ౫Ꮡഴ向で᥎⛣した

が、2010年௨㝆は 0㏆になり㍺出ධ

はバランスした状態になった。1995年

の㍺ධトップ 3 は日本(65%)、⡿ᅜ

(10%)、ྎ‴(6%)だった。2010 年には

中ᅜ(32%)、日本(25%)、ྎ‴(21㸣)に

なった。ᅽಽ的な日本౫Ꮡはなくなり、

㍺ධඛ➨二になった。日本のプレࢮ

ンスは低ୗした。またここでも中ᅜの

ྎ㢌はめざましい。1995年には中ᅜࢩ

ずかࢃアは࢙ 3㸣に過ぎなかったが、

2010 年には㍺ධඛ➨一になってい

る。 

㕲㗰の㡑ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆では、

1990 年代௨㝆おおࡡࡴ㉥Ꮠഴ向であ

る。ただし㈠᫆特化ಀᩘの್は全ᮇ間

おおࡡࡴ 0 ๓ᚋで᥎⛣しており、㍺出

ධはࡰバランスした状態にある。

1995 年の㍺ධトップ 3 は日本(31%)、

中ᅜ(18%)、⡿ᅜ(13%)だった。2010年

には日本(41%)、中ᅜ(25%)、⡿ᅜ(6㸣)

になった。自動㌴部ရや㟁子部ရとは

ഴ向が異なり、㕲㗰の場合は、ࡴしろ

日本౫Ꮡがᙉくなった。 

 

 

 ࢱࡧࡼ࠾ࣥࢭ ���
アセアンと日本の㈠᫆ᦆ┈でも、自

動㌴部ရ、㟁子部ရ、㕲㗰の 3 ရ目す

。てで日本の㈠᫆㯮Ꮠが⥅続している

自動㌴部ရと㕲㗰はアジア⤒῭通㈌༴

機で日本の㯮Ꮠᖜは減少したが、その

ᚋはࡧ日本の㯮Ꮠは増ຍした。㟁子

部ရは 1990 年代๓༙に日本の㯮Ꮠᖜ

は大きくᣑ大したが、アジア通㈌༴機

ᚋは一㈏して㯮Ꮠᖜは減少している。

全ရ目とも、2008年ᮎからのリー࣐ン

ックの影響で日本の㯮Ꮠᖜは大きࣙࢩ

く減少したが、2010年にはࡧ㯮Ꮠは

ᛴ増した。2011年のᮾ日本大㟈⅏の影

響で自動㌴部ရと㟁子部ရは日本の㯮

Ꮠが減少した。 

タイをにྛ㈠᫆ရ目のヲ⣽を見る

とḟのようになる㸦⾲ 2）。自動㌴部ရのタイと全ୡ⏺との㈠᫆は 1990 年௨㝆、おおࡡࡴ㉥Ꮠである。

1990年の㈠᫆特化ಀᩘの್は－0.9とᴟめてᙉい㍺ධ౫Ꮡ状ἣにあった。しかし、2005 年௨㝆はおおࡴ

ࡡ 0㏆を᥎⛣しており、㍺出ධはバランスした状態となっている。1995年の㍺ධトップ 3は日本(88%)、

だった。2010(%3)ࢶン(4%)、ドイࣆィリࣇ 年には日本(65%)、ࣇィリࣆン(7%)、インドネࢩア(5%)にな
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ฟᡤ㸸⾲㸯ࡌྠ 

った。日本の一ᴟ౫Ꮡは⥅続しているものの、アセアン域内での相౫Ꮡのᙉまりも観察される。 

㟁子部ရのタイと全ୡ⏺との㈠᫆は 1996年を境に㯮Ꮠに㌿したが、2005年と 2010㹼2011年は㉥Ꮠ

だった。1990 年の㈠᫆特化ಀᩘの್は－0.4と㍺ධ౫Ꮡഴ向だったが、1992年௨㝆の್は 0㏆あるい

はそれ௨上であり、㍺出ධバランスはおおࡡࡴⰋዲになった。1995 年の㍺ධトップ 3 は日本(45%)、ࢩ

ン࣏࢞ール(21%)、ྎ ‴(12%)だった。2010年には日本(31%)、㤶 (21%)、ࢩン࣏࢞ール(12㸣)になった。

日本౫Ꮡはᙅまりつつも⥅続している。 

㕲㗰のタイと全ୡ⏺との㈠᫆では、1990年代௨㝆、大ᖜな㉥Ꮠが⥅続している。㈠᫆特化ಀᩘの್も

全ᮇ間－0.5௨ୗとᙉい㍺ධ౫Ꮡ構造が⥅続している。1995年の㍺ධトップ 3は日本(36%)、ロࢩア(20%)、

中ᅜ(9%)だった。2010 年には日本(43%)、㡑ᅜ(11%)、中ᅜ(9㸣)になった。タイでも㕲㗰日本౫Ꮡの高

まりが観察された。 

 

��� ୰ᅜ 
中ᅜと日本の㈠᫆ᦆ┈を見ると、自

動㌴部ရ、㟁子部ရ、㕲㗰の 3 ရ目す

。てで日本の㈠᫆㯮Ꮠが⥅続している

2000 年代௨㝆、3 ရ目とも日本の㯮Ꮠ

はおおࡡࡴᣑ大ഴ向であった。中ᅜで

は 2000 年代ᚋ༙の一連のୡ⏺ἣに

よるྛရ目の影響は異なる。㍺出志

向がᙉい㟁Ẽ㟁子⏘業ではୡ⏺ἣの

影響で㟁子部ရの㟂要が減り、日本の

㈠᫆㯮Ꮠは一᪦減少したが、2010 年に

ࡧ増ຍに㌿じた。一方、自動㌴部ရ

や㕲㗰はୡ⏺ἣの影響をそれど受

けていない。2000 年代ᚋ༙のୡ⏺ἣ

ᮇ、㍺出は減㏿したが、一方で内㟂は

大きくᣑ大した。このため、内㟂向け

のရ目はそれど影響を受けなかった

のである。 

 自動㌴部ရの中ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆

は1992年௨㝆2011年まで、2007㹼2008

年をのぞいて㉥Ꮠである。ただし㈠᫆

構造は大きくᨵၿしている。1992 年の㈠᫆特化ಀᩘの್は－0.7とᙉい㍺ධ౫Ꮡ状態であったが、2005

年௨㝆の್はおおࡡࡴ 0㏆であり、㍺出ධはࡰバランスした状態になった。1995年の㍺ධトップ 3

はドイ(%53)ࢶ、日本(21%)、⡿ᅜ(9%)だった。2010 年には日本(43%)、ドイ(%27)ࢶ、㡑ᅜ(13%)になっ

た。このᮇ間で日本の౫Ꮡはᣑ大した。 

㟁子部ရの中ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆は 1992年௨㝆 2007年まで㉥Ꮠが⥅続した。2008㹼2009年とࡰ㍺

出ධがᣕᢠしたᚋ、2010㹼2011 年は明確に㯮Ꮠに㌿じた。㈠᫆特化ಀᩘの್は 1990 年代௨㝆おおࡡࡴ

－0.2㹼－0.5 ๓ᚋと㍺ධ㉸過状態だったが、2010㹼2011 年には㸩0.2 にᨵၿした。1995 年の㍺ධトッ

プ 3 は日本(42%)、ྎ‴(22%)、㤶 (18%)だった。2010 年には中ᅜ(22%)、日本(20%)、ྎ‴(19㸣)にな

った。日本౫Ꮡは⥅続しているが、౫Ꮡᗘは大ᖜに低ୗし、➨二の㍺ධඛとなった。中ᅜの➨一㍺

ධ相手ᅜは中ᅜである。これは㍺ධとࡤれ、⳹༡の㟁子部ရྲྀᘬでよく見られる 。 

㕲㗰の中ᅜと全ୡ⏺との㈠᫆は 1990 年代௨㝆㉥Ꮠだったが、2006年௨㝆は 2009年を㝖いて㯮Ꮠとな

った。㈠᫆特化ಀᩘの್は 1992 年で－0.5 だったが、2006 年௨㝆್はおおࡡࡴ正になった。1995 年の

㍺ධトップ 3 は日本(45%)、ロࢩア(16%)、㡑ᅜ(12%)だった。2010 年には日本(40%)、㡑ᅜ(17%)、ྎ‴

(10㸣)になった。中ᅜでも㕲㗰の日本౫Ꮡがᙉまった。 

 

３㸬 ⪃ᐹ⤖ㄽ㸸᪥ᮏ౫Ꮡࢪࡽෆከᴟ 
 ኚࡢ᪥ᮏ౫Ꮡࡢ࡛ࢪ ���
 1990 年代௨㝆の㈠᫆ᦆ┈、㈠᫆特化ಀᩘ、㍺ධ࢙ࢩアなどで㈠᫆分析を行った。その結果、アジアの

㈠᫆構造は大きくኚ化しつつあることが明らかになった。1990年代ึ㢌は自動㌴部ရ、㟁子部ရ、㕲㗰
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など、〈㔝⏘業分㔝での日本౫Ꮡは㢧ⴭだった。しかし、1990年代ᚋ༙௨㝆、ୡ⏺情ໃのኚ化、アジア

ྛᅜの活発なᾏ外からの┤᥋ᢞ資、アジアᆅ場⏘業のᡂ㛗など、さまざまな要因により㈠᫆構造は大

きくኚ化した。この 1990 年代௨㝆のኚ化を一ゝでゝうと、アジア新⯆ㅖᅜ〈㔝⏘業のᅜ㝿➇தຊ向上

と、〈㔝⏘業分㔝での日本一ᴟ౫Ꮡ集中からアジア域内相౫Ꮡの㌿である。ただしᅜやရ目によ

って状ἣは異なる。 

 

��� ྛᆅᇦࡢᅜ㝿➇தຊ౫Ꮡᵓ㐀ኚ 
一⯡的にᚋ発ᅜでは、ᡂရ⏘業の発展が明確になってから、〈㔝⏘業分㔝の発展が㏣㝶する。ᡂ

ရ⏘業の発展ึᮇのẁ㝵では、〈㔝⏘業分㔝の㟂要は増えるが、現ᆅ調㐩は㞴しい。そのためᾏ外౫Ꮡ

はᙉまるഴ向にある。1990 年代ᚋ༙から 2000 年代の中ᅜがそれにあたる。さらにそれぞれのᅜで現ᆅ

生⏘ᣑ大や〇ရ高ᗘ化が㐍展すると、部ရ・⣲ᮦ分㔝での┤᥋ᢞ資増ຍや関連資本㈈㍺ධ増ຍ、ᆅ場

業の参ධ、ᢏ⾡ᑟධ増ຍなどが✚ᴟ的に行ࢃれるようになる。そうしてそのᅜの〈㔝⏘業の発展が㐍ࡴ。

そうなると現ᆅ調㐩は増え、日本౫Ꮡはそのᅜで調㐩できない部ရ・⣲ᮦが中心となる。アジア NIEs

で観察された日本౫Ꮡの低ୗがこれにあたる。他方、高ᗘな〇ရを生⏘する㝿に、特Ṧな⣲ᮦ調㐩のᚲ

要も多くなる。このため、自動㌴部ရや㟁子部ရの日本౫Ꮡが低ୗする一方で、㕲㗰の日本౫Ꮡは㏫に

高まった。しかし 2000 年代ᚋ༙には、㕲㗰でもアジア NIEsやアセアンで日本౫Ꮡ低ୗが見られるよう

になった。ୡ⏺ἣの影響もあるが、㡑ᅜ㕲㗰⏘業などの発展の影響も↓どできないとᛮえる 。 

このようにアジアྛᅜの〈㔝⏘業発展が㢧ⴭになると、そのᅜで調㐩できない部ရ・⣲ᮦを、日本௨

外のアジア域内で調㐩するケースも増える。同ရ㉁のものが調㐩できたり、コストが安かったり、㍺㏦

㊥㞳が㏆かったり、あるいは業ᡓ␎の一環だったり、ᅜのᨻ策の影響だったり、ಶ々の要因は様々で

ある。1990 年代௨㝆、こうした」ᒙ要因が、重ᒙ的にかつᗈ域的に㐍行した。その結果、アジアの㈠᫆

構造は大きくኚ化した。日、〈㔝⏘業分㔝での日本౫Ꮡは低ୗしつつも、未だ㢧ⴭにṧっている。一

方、新⯆ᅜのྎ㢌、他のඛ㐍ᅜのᏑᅾ感の高まり、などによりアジアの〈㔝⏘業分㔝での㈠᫆構造は多

ᴟ化しつつある。 

 

��� ⤒῭ኚືࡢᙳ㡪 
⤒῭ኚ動があった時ᮇと、その時ᮇおよࡧそれ௨ᚋのྛ⏘業の㈠᫆ᦆ┈を௨ୗにまとめた。 

 

⾲㸲㸬⤒῭ኚ動の時ᮇと日本の〈㔝⏘業分㔝の㈠᫆ᦆ┈の影響 

 
アジア⤒῭通㈌༴機

(1997-98) 

ITバࣈルᔂቯ 

(2001) 

リー࣐ンࣙࢩックなど

(2007-2008) 

ᮾ日本大㟈⅏

㸦2011）

㟁子 

部ရ 

アジア

NIEs 

98ᦆ┈ 18㸣減、㛗ᮇ影響大、

௨ᚋ日本౫Ꮡは低ୗഴ向に 

01 ᦆ┈ 24㸣減、一時的に

影響大 

08ᦆ┈ 12㸣減、09は 20㸣減、

影響大、日本౫Ꮡ大ᖜ低ୗ 

11ᦆ┈ 25㸣減、

影響大 

アセアン 
98ᦆ┈ 5㸣減、㛗ᮇ影響大、

௨ᚋ日本౫Ꮡは低ୗഴ向に 

01 ᦆ┈ 23㸣減、影響大、

௨ᚋ日本౫Ꮡ᭦に低ୗ大 

08ᦆ┈ 11㸣減、09は 27㸣減、

影響大、日本౫Ꮡ大ᖜ低ୗ 

11ᦆ┈ 27㸣減、

影響大 

中 ᅜ 98ᦆ┈ 19㸣増、影響なし 01ᦆ┈ 19㸣増、影響なし 
08ᦆ┈ 16㸣減、09は 17㸣減、

一時的に影響大 

11 ᦆ┈ 4㸣増、

影響なし 

自動㌴ 

部ရ 

アジア

NIEs 

98ᦆ┈ 8㸣減、影響あり、௨

๓から日本౫Ꮡ低ୗഴ向 

01 ᦆ┈ 19㸣減、一時的に

影響大 

08ᦆ┈ 25㸣減、09は 10㸣減、

影響大、日本౫Ꮡ大ᖜ低ୗ 

11ᦆ┈ 16㸣減、

影響あり 

アセアン 
98 ᦆ┈ 76㸣減、影響ᴟ大、

௨ᚋࡧ日本౫Ꮡᣑ大 
01ᦆ┈ 2㸣減、影響軽ᚤ 

09 ᦆ┈ 16㸣減、一時的に影

響あり 

11 ᦆ┈ 3㸣減、

影響軽ᚤ 

中 ᅜ
98ᦆ┈ 8㸣減、この時ᮇはま

だ日本౫Ꮡᑠ 
01ᦆ┈ 69㸣増、影響なし 09ᦆ┈ 34㸣増、影響なし 

11 ᦆ┈ 8㸣減、

影響あり 

㕲㗰 

アジア

NIEs 

98 ᦆ┈ 22㸣減、一時的に影

響大 

01ᦆ┈ 5㸣減、一時的にや

や影響あり 

09 ᦆ┈ 35㸣減、一時的に影

響ᴟ大 

11ᦆ┈ 21㸣減、

影響大 

アセアン 
98 ᦆ┈ 30㸣減、一時的に影

響大 
01ᦆ┈ 1㸣増、影響なし 

09 ᦆ┈ 45㸣減、一時的に影

響ᴟ大 

11 ᦆ┈ 3㸣増、

影響なし 

中 ᅜ 98ᦆ┈ 10㸣増、影響なし 01ᦆ┈ 25㸣増、影響なし 09ᦆ┈ 7㸣減、的影響あり 
11ᦆ┈ 16㸣減、

影響あり 

ฟᡤ㸸➹⪅సᡂ 

 
ㅰ㎡㸸本分析にあたっては科研費基┙㸦A）㸪法ᨻ大学ࢧスティࣅࢼリティ研究ᩍ⫱機構のຓᡂを得た㸬 
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